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第1章　式の計算
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1. 乗法展開

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

－基礎演習1 次の計算をせよ

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

( )xx
x

918
3

4 3 +( )x2x 612
3

1 3 −

( ) xxx 339 2 ÷+( )xx 432 +

( )x 1682 +( )yxx3 −

( )x 325 −( )xx 5+

( )213−x( )215+x

( )21−x( )211+x

( )27−x( )23−x

( )25+x( )22+x

2.(x+a)(x+b) 型展開

（1）

（3）

（5）

（7）

－基礎演習2 次の計算をせよ

（2）

（4）

（6）

（8）( )( )713 −− xx( )( )69 −− xx

( )( )82 −+ xx( )( )43 −− xx

( )( )810 −+ xx( )( )64 ++ xx

( )( )51 +− xx( ) ( )32 ++ xx

3.(x+a)
2
型展開

（1）

（3）

（5）

（7）

－基礎演習3 次の計算をせよ

（2）

（4）

（6）

（8）

( ) x
xx 23 2 ÷+

3
( ) xxx 25 2 ÷−

2
1

( ) xxx 1525 2 ÷+
4
5( )− ( ) xxx 2412 4 ÷−

9
4( )−

x
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4.(x+a)(x-a) 型展開

－基礎演習4 次の計算をせよ

5. 複合型展開

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）( )( )2020 −+ xx( )( )1919 −+ xx

( )( )1313 −+ xx( )( )1111 −+ xx

( )( )77 −+ xx( )( )55 −+ xx

( )( )33 −+ xx( )( )22 −+ xx

－基礎演習5 次の計算をせよ

( )( )2++ xyx( )812
4

3 2 + xyx
x

( )35 −xxy( )14 2+x

( )( )1616 −+ xx( )( )129 −+ xx

( )( )25 ++ xx( )18 2−x（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）

－基礎演習6 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

( )23y5 +x

( )25++ ba( )2++ zyx

( )( )7.05.014.03.0 +++ yxyx( )( )12324 +++ yxyx

( )( )523 −++ yxx( )( )+++ zyxba

( )( )31 +++ xyx

( )( )2542 +− xx( )( )5423 ++ xx

( )254 − zxy( )( )8y38y3 −+ xx

( )( )66 −+ xx( )252 −x +

( )233 +x( )( )1353 +− xx −

( )1
3+x - ( )1

3−x - + ( )2
3−x -

2

( )1
2+x - ( )1

2−x -− ( )3
2−x -

2
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6. 素因数分解

－基礎演習7 次の自然数を素因数分解せよ

（1）

（4）

（7）３６１

（2）

（5）

（8）７２０

４２０１８０

９８３６

8.(x+a)(x+b) 型因数分解

－基礎演習9 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8） 18b292 +− aba5y242 −− xyx

62 −− xx1032 −+ xx

143242 ++ yy63162 ++ xx

1892 ++ xx652 ++ xx

9.(x+a)
2
型因数分解

－基礎演習10 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（2）

（4） 144b224 +− aba225y2102 +− yxx

36122 ++ yy962 ++ xx

121−16a2b264y2−9x2

362 −x252 −x

10.(x+a)(x-a) 型因数分解

－基礎演習11 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（2）

（4）

7. 因数分解

－基礎演習8 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（2）

（4） ayay 968 2 +aax 123 −

yy 1025 2 −xx 84 2 +

（3）

（6）

（9）１０００

７５６

１６９
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11. 複合型因数分解

－基礎演習12 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

12022 −− xx

5432 −+ xx4032 −+ xx

169262 ++ yy4x2 + 4x + 1

x2 + 4x + 3100252 ++ xx

x2 + 8x + 12x2 + 20x + 91

124 22 − xzzyx168 2+ yxxyz

105 2 − xyyx82 + xx

144b2242 +− aba121b2222 +− aba

4x2 - 12x + 9

22 2569 ba −22 81b4a −

2 144x −2 100x −

2 62550xx ++2 1918xx −+

2 420xx −−2 156xx −+

－基礎演習13 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）

22 22581 ax −22 14416 yx −

2 441y242xyx ++2 32436xx +−

2 72y234xyx −−2 8118xx ++

2 72y2xyx −−2 2411xx ++

－基礎演習14 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）
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－基礎演習15 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）
22 25309 yxyx +−22 25204 aaxx ++

22 1025 baba +−22 816 ayaxyax +−

22 49284 yxyx +−2 245 aabab −−

2 3645 xx −2 1816 xx +−

yxayax −−+2 169 xx ++

2 4129 xx +−2 136x −

444 22 −+− yxyx169y524 2 ++ xyx

－基礎演習16 次の式を因数分解せよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

( ) 95 22 −− yx( ) ( ) 1892 ++−+ yxyx

21243 2 ++ yxyyx28102 2 +−− xx

25

36

5

48
16 23 xxx +−

9

196 222 babxxa +−
9

4

15

4

25

1 22 yxyx ++

( ) ( ) 8323 222 xxxx −+−+2596 22 yxyx −++

483 2x −

35287 2 yxyx −−12082 23 aaa −−

422 ba −+ −( )ba− 1− 2ab

a3 + b2c − a2c − ab2

12. 式の計算の利用

－基礎演習17 次の問いに答えよ

（1）3992をくふうして計算しなさい。

（2）x + y ＝25、x - y ＝16のとき、x2 - y2 の値を求めなさい。

（3）x ＝18のとき、x2 - 6x -16 の値を求めなさい。

（4）x ＝27、y ＝13のとき、x2 - 4y2  の式の値を求めなさい。

2

3

28

2



第2章　平方根
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1. 平方根の表し方

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

－基礎演習19 次の数を求めよ

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

－基礎演習18 次の数の平方根を求めよ（ただしa＞0、b＞0、x＞0、y＞0）

（1）

（3）

 (5)

（2）

（4）

 (6)

68

81

84 yx

22ba

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

－基礎演習20 次の数を　　の形にせよ

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

8075

6350

4845

2820

13556

5440

288175

162112

0 0.0036

a   b
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2. 平方根の四則計算

－基礎演習21 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8） 713797772 +++511535257 +++

252623 ++363332 ++

54513 +3832 +

2523 +222 +

－基礎演習23 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8） 1275 ××1562 ××

763 ××532 ××

483 ×145 ×

316 ×302 ×

19323 ÷13221÷

11154 ÷7126 ÷

2144 ÷381÷

222 ÷945 ÷

－基礎演習24 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）

－基礎演習22 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8） 3253283363107 −−−222328254 −−−

319318339 −−5558521 −−

728743 −521534 −

38311 −2329 −
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－基礎演習25 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

2675 ××2263 ××

1363 ××732 ××

982×1411×

516 ×342 ×

518108 ×÷

7363 ×÷5248 ×÷

1085 ÷×2143 ÷×

5102 ÷×531514 ×−

－基礎演習26 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

181163 +×52102 ×+

585253 +−24252 −+

3512144 ÷×÷217515 ××÷

3286 ÷××10532 ÷××

78200 ×÷

580 ÷624 ÷

318 ÷840 ÷

561518 ÷1036012 ÷

23106 ÷570 ÷

－基礎演習27 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（2）

（4）

（6）

3 1555 + 32 2 + 322 −

5 23 7 − 82 6 + 82 6 −

2 + 6 5−10 10 −3 16 + 16 −33+ 33−
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3. 有理化

－基礎演習28 有理化せよ（分母にルートがない形にしなさい）

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）
156

530

58

214

108

22

2

15

58

12

5

3

15

5

2

3

－基礎演習30 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

3

8

3

62

2

3
−+

3

3
27 −

2

33

3

2
+

34 +×

84
2

10
50 +−35

35

6
+

7

32

49

3
+32

3

24
35 +−

27
4

33
−

3

2
27 −

2

3

10

29

5

36
×÷

5

2

2

3

3

15
×÷

50

5
18

2

3
−+

3

6
27248 +−

14

2

3

21

72

21
−+

－基礎演習29 次の計算をせよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）

104 + 757 - 12 - -27 75

6 +52-3 5- 37
2

30
50+

6

5

5

6
−

2
+150

34
−

6

6

27 - 26 × ÷8
3
6

−
12

6

6

12

3

62 ÷
3

24 ×
2

57

23



　　＝1.73　　　　＝5.48とするとき次の値を求めよ

（1）　　　、　　　のとき、　　　　　　の値を求めよ

（2）　　　　、　　　のとき、　　　の値を求めよ

（3）　　　　、　　　　のとき、　　　　　の値を求めよ

（4）　　　　のとき、　　　　の値を求めよ

（5）　　　　、　　　　のとき、　　　 の値を求めよ

11

4. 平方根の値

（1）－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

（3）0.732　　　　　　　　　　　　　　　　　 （4）1.235

－基礎演習34 次の数を、循環小数で表しなさい。(3),(4)は分数で表しなさい。

16
9

105
37

－基礎演習31 　　＝1.41　　　　＝4.47とするとき次の値を求めよ

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）

2 20

40
5

1

5.050

2

1
8

02.0200

5

6
480

12300

752.7

2703.0

－基礎演習32

（1）

（3）

（5）

（7）

（2）

（4）

（6）

（8）

3 30

22 yxxy +−31y −=31x +=

22 yx −2y =21x −=

5

2

3

2 yx +
+

−
3y =2x =

－基礎演習33 次の問いに答えよ

51x += 2x 2x− −4

5 2x += 5 2y -= 33 yx x−y



（1）　　　　　となるような自然数xを求めよ

（2）　　　　が自然数となるような自然数xをすべて求めよ

（3）　　　　　　 を満たす自然数ｘを求めよ

（4）　　　　　    を満たす自然数ｘを求めよ

（5）　　　が自然数となるような自然数ｎを２つ求めよ　　　　

（6）　　　が自然数となるようなｎのうち最小の自然数を求めよ

（7）　　　が自然数となるようなｎのうち最小の自然数を求めよ

（8）　　 が自然数となるようなｎのうち最小の自然数を求めよ

12

5. 平方根の大小

－基礎演習35 次の数の大小を不等号を使って表せ

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

65,73,8

10,3,226.0,4.0,
4

5

5,1,
2

3
2

3
,2,5.0

23,5,2 −−−

3

3332
,300,3333,22,

2

53

65,12,1355,
04.0

1
,2.0

2

30
,5,52

2.1,2,
2

1
35,9,90

1,
2

3
,

2

3

2

10
,15,4

30,6,53 −−−

ｎ48

ｎ-20

ｎ49

＜ｘ＜ 5013

＜ｘｘ＜ 156 +

16− x

－基礎演習36 次の問いに答えよ

＜＜ 32 x

ｎ
540



第3章　二次方程式
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1. 因数分解型二次方程式

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

－基礎演習37 次の二次方程式を解きなさい

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

034
3

4 2 =++ xx 03
5

8

5

1 2 =++ xx

0134 2 =−+ xx( ) 492 2 =+x

049142 =+− xx 01682 =++ xx

6.04.02 =+ xx01.03.02.0 2 =+− xx

0562 =−− xx

072 =−x

0144302 =++ xx024042 2 =−+ xx

（2）

（4）

（6）

（8）

056152 =+− xx

01355 2 =−x

122 =x

2. 平方根型二次方程式

（1）

（3）

（5）

（7）

－基礎演習38 次の二次方程式を解きなさい

082 =−x

0122 =−x 0152 =−x

014412 2 =−x 01057 2 =−x

02 =+ 2xx 0183 2 =− xx

0
2

1 2 =+ xx
3

1
06.32.1 2 =− xx

3. 平方完成型二次方程式

（1）

（3）

（5）

－基礎演習39 次の二次方程式を(x＋a)2＝bの形に変形して解きなさい

14x2 =+x （2）

（4）

（6）

02x2 =−x 2−

0x2 =−x 1−

08x2 =+2x 12− 02x2 =−4x 4−

46x2 =+x 4−
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5. 解の利用

（1）二次方程式　　　　　    で解が　　　　　 でした。　と　の値を求めよ

（2）二次方程式　　　　　　 で解が　　　　　でした。　と　の値を求めよ

（3）二次方程式　　　　　　 で解のひとつが　　 であった。このとき　の値と

　　もうひとつの解を求めよ

－基礎演習42 次の問いに答えよ

p

nm

ba

x 3=pxx 032 =−+

xx 3,2 −==

x 52 ±−=baxx 02 =++

－基礎演習41 次の二次方程式を解きなさい

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（13）

（15）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

（14）

（16）

( )( ) ( )xxx −=−+ 2448

( )xx =− 124

xx =++ 050408 2

( )xx +=+ 3574 2

x =





 + 9

4

1
16

2

( )xxx −=+− 12642

xx =−− 0
4

1

12

1

6

1 2
xx +=






 −

4

1
7

2

1
2

( ) xxx −=−+ 36134 22

xxx +=+ 12342xxx +=− 24322

xx =+− 0342

= x(2x−3）x(x−5)+8

( )( ) xxx =−+ 43

( ){(  )  (  ) x   xx  + +  = −  ++  12 7 5 5}  77

( )( )xx =−+ 113

xx =+ 1.03.0 2

4. 解の公式型二次方程式

－基礎演習40 次の二次方程式を解の公式を利用して解きなさい

（1）

（3）

（5）

（7）

（9）

（11）

（2）

（4）

（6）

（8）

（10）

（12）

xx =−+ 0122

xx =++ 0142
xx =−− 05622

xx =−− 01423 xx =−− 02225

xx =−− 3(x−2）522 = −92x(x+6)

xx =−+ 2(x+5）4322

xx =−+ 012

0=( )1 − 2x − ( )1 − 2x
2 ( )7−6x − 17

2 ( )7−6x − 60 = 0

0=nmxx 2 ++
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6. 文章題

－基礎演習43 次の問いに答えよ

（1）横が縦より４ｃｍ長い長方形があり、面積は１９２ｃｍ
2
である。

    この長方形の縦の長さを求めなさい。
192cm

2

（2）連続する２つの正の奇数があり、小さいほうの奇数を２乗して１１を加えた数は、大きいほうの

　　奇数を１２倍した数に等しい。このとき、小さいほうの奇数をxとして、xの値を求めよ。

－基礎演習44 次の問いに答えよ

右の表のように、自然数を順序よく並べた。この中の

ある数xの左の数と右の数の積が、xの真上の数と真下の数

の和を８倍した値より１３小さい。

このとき、xの値を求めなさい。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

－基礎演習45 次の問いに答えよ

右の図のように縦１９ｃｍ、横３６ｃｍの長方形があり

縦に2本、横に1本の同じ幅xｃｍの白色の長方形を重ねた。

図の青色部分の面積が４８０ｃｍ2になるとき

幅が何ｃｍか求めよ。

－基礎演習46 次の問いに答えよ

横が縦の２倍の長さの長方形の厚紙があります。

この４すみから１辺が２ｃｍの正方形を切り取り、

ふたのない直方体の容器をつくると、

容積は１４０ｃｍ3になりました。

はじめの厚紙の縦と横の長さを求めなさい。

2ｃｍ

2ｃｍ
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－基礎演習47 次の問いに答えよ

物体が自然に高いところから落ちるとき、落ち始めてからｔ秒間に落ちる距離は、およそ５t2ｍと

表されます。次の問いに答えなさい。

（1）あるがけの上から谷底へ石を落としたら、４秒で谷底に着きました。

　　このがけの谷底からの高さを求めなさい。

（2）あるがけの上から谷底まで４５ｍあるとき、がけの上から石を落とし、

　　 谷底に着くまでの時間を求めなさい。

－基礎演習48 次の問いに答えよ

図のように、∠Ｂ＝９０°、ＡＢ＝２０ｃｍ、ＢＣ＝３０ｃｍの直角三角形ＡＢＣがあります。

点Ｐは頂点Ｂを出発して、辺ＢＣ上を毎秒３ｃｍの速さで頂点Ｃまで動きます。このとき、

点Ｐを通ってＡＣ、ＡＢに平行にひいた直線がＡＢ、ＡＣと交わる点をそれぞれＱ、Ｒとします。

平行四辺形ＡＱＰＲの面積が９６ｃｍ2になるのは、点Ｐが出発してから何秒後かを求めなさい。

－基礎演習49 次の問いに答えよ

地上から秒速ａｍで、真上に投げ上げた物体の投げ上げてからｔ秒後の地上からの高さは、ａｔ－５ｔ2ｍと

表されます。次の問いに答えなさい。

（1）ある物体を投げてから、４秒後の高さが２０ｍでした。投げ上げた速さを求めなさい。

（2）秒速４０ｍで投げ上げた物体の高さが地上６０ｍになりました。投げ上げてからの時間を求めなさい。

（3）秒速６０ｍで投げ上げた物体が地上に落ちるとき、投げ上げてから落ちるまでの時間を求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｐ

Ｑ

Ｒ

30ｃｍ

20ｃｍ
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1.２乗に比例する関数

－基礎演習50 ｙをｘの式で表しなさい。 また、ｙがｘの２乗に比例するものには○をつけなさい

－基礎演習51 次の問いに答えよ

（１）時速６０kmで走る車の走行時間をｘ時間、距離をｙkmとする。

（２）1 辺がｘcmの立方体の表面積をｙcm
2
とする。

（３）濃度１０％の食塩水の水の量をｘg、食塩の量をｙgとする。

（４）底面の半径がｘcmで高さが２０cmの円錐の体積をｙcmとする。

（５）面積が３６cm
2
の長方形の縦をｘcm、横をｙcmとする。

（１）2 乗に比例する関数ｙ＝ｘ
2
 について

　　　①ｘ＝１のときのｙの値を求めよ。

　　　②ｘ＝－２のときのｙの値を求めよ。

　　　③ｙ＝１６のときのｘの値をすべて求めよ。

　　　④グラフをかきなさい。

（２）2 乗に比例する関数ｙ＝２ｘ
2
 について

　　　①ｘ＝４のときのｙの値を求めよ。

　　　②ｘ＝－５のときのｙの値を求めよ。

　　　③ｙ＝３２のときのｘの値をすべて求めよ。

　　　④グラフをかきなさい。

（３）2 乗に比例する関数ｙ＝－３ｘ
2
 について

　　　①ｘ＝３のときのｙの値を求めよ。

　　　②ｘ＝－３のときのｙの値を求めよ。

　　　③ｙ＝－７５のときのｘの値をすべて求めよ。

　　　④グラフをかきなさい。

（４）2 乗に比例する関数ｙ＝ 　ｘ
2
 について

　　　①ｘ＝２のときのｙの値を求めよ。

　　　②ｘ＝－６のときのｙの値を求めよ。

　　　③ｙ＝３２のときのｘの値をすべて求めよ。

　　　④グラフをかきなさい。

（５）2 乗に比例する関数ｙ＝ －　ｘ
2
 について

　　　①ｘ＝３のときのｙの値を求めよ。

　　　②ｘ＝－４のときのｙの値を求めよ。

　　　③ｙ＝－１６のときのｘの値をすべて求めよ。

　　　④グラフをかきなさい。

２
１

４
１
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2. 変域・変化の割合

－基礎演習52 ｙをｘの式で表しなさい

（１）ｙはｘの２乗に比例し、ｘ＝２のときｙ＝３２である。

（２）ｙはｘの２乗に比例し、ｘ＝－８のときｙ＝３２である。

（３）ｙはｘの２乗に比例し、ｘ＝６のときｙ＝－１２である。

（４）ｙはｘの２乗に比例し、グラフが点(６,９)を通る。

（５）ｙはｘの２乗に比例し、グラフが点(２,－１)を通る。

（６）ｙはｘの２乗に比例し、グラフが点(－２,２)を通る。

４
１

（１）ｙ＝２ｘ
2
 について、ｘが２から３まで変化するとき

　　　①ｘの増加量を求めなさい。

　　　②ｙの増加量を求めなさい。

　　　③変化の割合を求めなさい。

（２）ｙ＝－　ｘ
2
 について、ｘが－２から４まで変化するとき

　　　①ｘの増加量を求めなさい。

　　　②ｙの増加量を求めなさい。

　　　③変化の割合を求めなさい。

－基礎演習53 次の問いに答えなさい

３
１

（１）ｙ＝ｘ
2 
で、ｘが－４から１２まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

（２）ｙ＝－２ｘ
2 
で、ｘが－３から６まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

（３）ｙ＝－　 ｘ
2 
で、ｘが－３から１５まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

（４）ｙ＝３ｘ
2 
でｘがＰからＰ+１まで増加するときの変化の割合が２７でした。Ｐの値を求めなさい。

（５）ｙ＝－２ｘ
2 
でｘがＰからＰ+２まで増加するときの変化の割合が１６でした。Ｐの値を求めなさい。

（６）ｙ＝ａｘ
2 
でｘが－３から４まで増加したときの変化の割合が２８でした。ａの値を求めなさい。

（７）ｙ＝ａｘ
2 
でｘが－２から６まで増加したときの変化の割合が２でした。ａの値を求めなさい。

－基礎演習54 次の問いに答えなさい

４
１

（１）ｙ＝３ｘ
2 
でｘの変域が－１≦ｘ≦３のときのｙの変域を求めなさい。

（２）ｙ＝－２ｘ
2 
でｘの変域が－７≦ｘ≦－４のときのｙの変域を求めなさい。

（３）ｙ＝－ 　ｘ
2 
でｘの変域が－２＜ｘ＜２のときのｙの変域を求めなさい。

（４）ｙ＝２ｘ
2 
でｘの変域が－１≦ｘ≦ｐのときのｙの変域がｑ≦ｘ≦７２でした。ｐとｑを求めよ。

（５）ｙ＝－ 　ｘ
2 
でｘの変域がｐ≦ｘ≦５のときのｙの変域がｑ≦ｙ≦－３でした。ｐとｑを求めよ。

（６）ｙ＝ａｘ
2
 でｘの変域が－６≦ｘ≦１のときにｙの変域がｐ≦ｙ≦１８である。ａとｐを求めよ。

（７）ｙ＝ａｘ
2
 でｘの変域がｐ≦ｘ≦－４のときにｙの変域が２≦ｙ≦８である。ａとｐを求めよ。

３
１

－基礎演習55 次の問いに答えなさい
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3. 交点

－基礎演習56 次の式で表される放物線と直線の交点を求めよ

－基礎演習57 次の各問いに答えよ

３
１

（１）ｙ＝ｘ+６、ｙ＝ｘ
2

（３）ｙ＝１２ｘ－１２、ｙ＝３ｘ
2

（５）ｙ＝ｘ－１２、ｙ＝－　 ｘ
2

（２）ｙ＝２ｘ+３、ｙ＝ｘ
2

（４）ｙ＝－２ｘ+４、ｙ＝２ｘ
2

（６）ｙ＝　 ｘ－４、ｙ＝－　 ｘ
2

２
１

３
１

(1)放物線ｎと直線ｍが点ＡとＢで交わっている。ｎの式は

ｙ=　 ｘ
2
 でＡのｘ座標が－２、Ｂのｘ座標が１０であるとき

直線ｍの式を求めよ。
２
１

0

y

x

ｍ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｎ

(2)放物線ｎと直線ｍが点Ａ(－３,１)とＢ(６,ｔ)で交わっている。

ｔの値と、放物線ｎの式、直線ｍの式を求めよ。

0

y

x

ｍ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｎ

(3)放物線ｎと直線ｍが点ＡとＢで交わっている。

Ａの座標が(－４,－４)、切片Ｃ(０,－８)のとき

点Ｂの座標を求めなさい。 0
y

x

ｍ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｎ

(4)放物線ｎはｙ=ａｘ
2
 、直線ｍはｙ=３ｘ+ｂである。

２点Ａ、Ｂをｎ、ｍの交点とする。

点Ａのｘ座標が－２、Ｂのｘ座標が１４のとき

ａ、ｂの値をそれぞれ求めなさい。
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4. 事象と関数

－基礎演習58 次の問いに答えよ

（1）ｘとｙの関係を式に表しなさい。

（2）時速60ｋｍと時速80ｋｍの制動距離の差を求めなさい。

（3）制動距離を40ｍ以下にするには、時速何ｋｍ以下で走ればよいでしょうか。

ある自動車が、時速40ｋｍで走っているときの制動距離は、10ｍでした。時速ｘｋｍで走っている

ときの制動距離をｙｍとすると、ｙはｘの2乗に比例します。次の問いに答えなさい。

－基礎演習59 次の問いに答えよ

（1）あるふりこＡがあります。ふりこＡの２倍の周期のふりこＢの長さは４ｍです。

　　ふりこＡの周期と長さを求めなさい。

（2）あるふりこＣがあります。ふりこＣの２倍の周期のふりこＤの周期は８秒です。

　　ふりこＣの周期と長さを求めなさい。

周期がｘ秒のふりこの長さをｙｍとすると、およそｙ＝－ｘ２という関係があります。

次の問いに答えなさい。

１

４

－基礎演習60 次の問いに答えよ

（1）はじめの４秒間に、ボールは何ｍ落ちますか。

（2）ボールが落ち始めて４秒後から何秒後までの平均の速さが毎秒５０ｍになりますか。

高いところからボールを自然に落とすとき、ｘ秒間に落ちる距離をｙｍとすると、およそｙ＝５ｘ2という

関係があります。次の問いに答えなさい。
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5. 放物線と直線

－基礎演習61 次の各問いに答えよ

（１）図で放物線ｍはｙ＝ｘ
2
 でｎはｙ＝ａｘ+ｂである。

交点Ａのｘ座標は-１、交点Ｂのｘ座標は４である。

①直線ｎの切片をＣとするとき、△ＡＯＣと

　△ＢＯＣの面積比を求めよ

②頂点Ｏを通り△ＡＯＢの面積を２等分する

　直線の式を求めよ 0

y

x

ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｍ

（２）図で放物線ｎはｙ＝３ｘ
2
, ｍはｙ＝ｘ

2
 である。

点Ａ,Ｂはｎ上の点、

点Ｃ,Ｄはｍ上の点で、辺ＡＢとＣＤはｘ軸に平行で、

ＡＤとＢＣはｙ軸に平行である。四角形ＡＢＣＤが正方形

になるときのＡの座標を求めなさい。

２
１

（３）図で放物線ｍはｙ＝　ｘ
2 
で、直線ｎはｙ＝ｘ+１２である。

これらのグラフの交点をＡ,Ｂとする。

①ＡとＢの座標を求めなさい。

②△ＡＯＢの面積を求めなさい。

③放物線ｍ上のＯからＢの間に点Ｐをとり、

　△ＡＯＢ＝△ＡＰＢとする。このときＰの座標を

　求めなさい

④直線ＡＯの間に点Ｑをとる。

　△ＡＱＢの面積が３０となるときのＱの座標を求めよ。
Ｏ

y

x
ｎ

Ａ

Ｂ

ｍ

（４）図の放物線ｙ＝　ｘ
2
 上の０<ｘの部分に点Ｐがある。

またＡ(-６,０),Ｂ(１０,０)、直線ＡＰと放物線との交点をＣとする。

①△ＡＰＢの面積が３２となるときのＰの座標を求めよ。

②△ＡＰＢがＡＰ=ＢＰの二等辺三角形になるときのＰの座標を求めよ。

４
１

0

y

x
Ａ Ｂ

Ｃ
Ｐ

（５）放物線ｍはｙ＝４ｘ
2
, 放物線ｎはｙ＝　ｘ

2
 である。

直線ｘ＝ｔ(ｔ>０)がｍ,ｎと交わる点をそれぞれＡ,Ｂとする。

線分ＡＢの長さは14である。

①ｔの値を求めなさい。

②放物線ｍ 上に点Ｐをとり、△ＡＢＰの面積が４２になるようにする。

　これを成り立たせるＰの座標をすべて求めなさい。

２
１

0

y

x

ｎ

Ａ

Ｂ

ｍ

0

y

x

ｎ

ＡＢ

Ｃ

ｍ

Ｄ
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－基礎演習62 次の各問いに答えよ

（1）図のように放物線ｎと直線ｍが点Ａ,Ｂで交わっている。

直線ｍの切片をＤとする。点Ｂの座標が(８、３２), 

直線ｍとｘ軸との交点をＣとする。

△ＢＤＯ:△ＡＤＯの面積比が８：１となるときのＣの座標を求めよ。

ただしＣのｘ座標は負である。
Ｏ

y

x

ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｍ

４
１（2）図のように放物線ｙ=　ｘ

2
 と直線ｙ=ｘ+８　　

が点Ａ、Ｂで交わっている。

また放物線上の原点Ｏから点Ａまでの間に点Ｐをとる。

① △ＡＯＢと△ＡＰＢの面積が等しくなるような点Ｐの座標を求めよ。

② 直線ｙ=ｘ+８とｙ軸との交点をＣとする。

　　△ＢＣＯと△ＡＣＯの面積比を求めよ。

Ｏ

y

x

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

y

x

Ａ

Ｂ

Ｐ

（3）図で放物線ｎはｙ=　ｘ
2
 のグラフで、直線ｍはｙ=２ｘ+５ のグラフである。

直線ｍと放物線ｎの交点をＡ,Ｂとする。また点Ｐの座標は(８、０)である。

① △ＡＢＰの面積を求めよ。

② 点Ｐを通り△ＡＢＰの面積を二等分する直線の式を求めよ。

４
１

Ｏ

y

x

Ａ

Ｂ

Ｐ

ｎ

ｍ

（4）図の放物線ｎはｙ=　ｘ
2 
のグラフである。

放物線ｎと直線ｍの交点をＡ,Ｂとする。

Ａのｘ座標が-８,Ｂのｘ座標が６である。

①△ＡＯＢの面積を求めよ。

②放物線上の原点Ｏから点Ａの間に点Ｐを取り、

　△ＡＰＢの面積が８４になるようにする。

　このときの点Ｐの座標を求めよ。

③四角形ＡＯＢＱが平行四辺形になるように点Ｑを取る。

　ⅰ 点Ｑの座標を求めよ。

　ⅱ 傾き２で平行四辺形ＡＯＢＱの面積を

　　　二等分するような直線の式を求めよ。

（5）図の放物線ｎはｙ=ｘ
2
, 放物線ｍはｙ=　ｘ

2 
のグラフである。

点Ａは放物線ｎ上、点Ｂ,Ｄは放物線ｍ上にあり、

すべてｘ座標は正である。

また、点ＡとＢのｘ座標は同じである。四角形ＡＢＣＤが

正方形になるときの点Ａの座標を求めよ。

Ｏ

y

x

Ａ

Ｃ

ｎｍ

Ｄ

Ｂ

ｍ

Ｄ

４
１

４
１

n
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6. その他の関数

－基礎演習63 次の各問いに答えよ

ある駐車場の駐車料金は、最初の１時間までは２００円です。駐車時間が１時間を超えるとき、１時間につき

１００円が加算されます。駐車時間をｘ時間、駐車料金をｙ円として、次の問いに答えなさい。

例：駐車時間が２時間ちょうどの場合の駐車料金は３００円、２時間１分の場合は４００円となる。

（1）４時間４０分駐車したときのｙの値を求めなさい。

（2）駐車料金１２００円のときのｘの変域を求めなさい。

－基礎演習64 次の各問いに答えよ

高さ１０ｍの木があります。この木は毎年、前の年の２０％ずつのびていくものとします。

次の問いに答えなさい。

（1）この木の２年後の高さを求めなさい。

（2）この木の３年後の高さを求めなさい。

－基礎演習65 次の各問いに答えよ

下の図で、①は関数ｙ＝ａｘ2のグラフである。点Ａ、Ｂは①上にあり点Ａの座標は（１２、１２）、

点Ｂの座標は（６、３）である。②は点Ｂを通りｘ軸に平行な直線である。

①と②の交点のうちｘ座標が負である点をＣとする。点Ｄはｙ軸上にあり、ｙ座標は正である。

次の(1)～(4)に答えなさい。

Ｏ

y

x

Ａ

Ｂ

①

②
Ｃ

Ｄ

（1）ａの値を求めなさい。

（2）点Ｃの座標を求めなさい。

（3）△ＡＢＤの面積と△ＡＢＣの面積が等しくなるとき

　　点Ｄの座標を求めなさい。

（4）ＡＤ＋ＢＤの長さが最も短くなるときの

　　点Ｄの座標を求めなさい。
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1. 相似

－基礎演習66 次の各問いに答えよ

（3）下の図で、△ＡＢＣと△ＤＥＣは直角三角形である。このとき、この２つの三角形が

     相似であることを証明しなさい。

（1）△ＡＢＣと相似な三角形をすべて選びなさい

Ａ

Ｂ Ｃ

6cm

9cm

30° 110°

40°

①

6cm

30°

9cm

②

10cm

110°

40°

③

10cm

15cm

110°

（2）△ＡＢＣ∽△ＤＥＦのとき、ｘ、ｙの値を求めなさい

Ａ

Ｂ Ｃ

6cm

9cm

12cm

Ｄ

Ｅ Ｆ

8cm

ｘ

ｙ

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｅ

Ｄ

（4）下の図で、ＢＣ＝15cm、ＢＡ＝25cm、ＢＤ＝9cmのとき△ＢＣＤ∽△ＢＡＣとなることを

     証明しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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－基礎演習67 次の各問いに答えよ

（2）下の図で、△ＡＢＣは直角三角形であり点Ａから、

     直線ｍに垂線をおろし、その交点をＤ、点Ｃから

     直線ｍにおろした垂線と直線ｍの交点をＥとするとき

     △ＡＤＢ∽△ＢＥＣを証明しなさい。

（4）右の図のように、辺ＡＣが共通な２つの二等辺三角形ＡＢＣとＡＣＤ

　　 があり、ＡＢ＝ＡＣ＝ＡＤとする。∠ＡＣＢの二等分線と辺ＤＡの

　　 延長との交点をＥとし、辺ＡＢとＣＥとの交点をＦとする。

　①∠ＢＣＦ＝３５°のとき、∠ＢＡＣの大きさを求めなさい。

　②∠ＡＣＥ＝∠ＡＤＣのとき、△ＡＣＥ∽△ＢＣＦを証明せよ。

（1）正三角形△ＡＢＣと正三角形ＡＤＥが図のように重ねてあり

     ＡＣとＤＥの交点をＦとするとき

     △ＡＢＤ∽△ＡＥＦを証明しなさい
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

（3）四角形ＡＢＣＤにおいて対角線ＡＣ、ＢＤの交点をＥとする。

     ∠ＡＢＥ＝∠ＥＢＣ、ＣＤ＝ＣＥが成り立っているとき

     △ＡＢＥ∽△ＣＢＤとなることを証明せよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

ｍ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｅ
Ｆ
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2. 三角形、平行線と線分の比

－基礎演習68 下図において、ｘの値を求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｅ

ｘ

6cm
3cm

2cm

（１）

（ＤＥ//ＢＣ）

（２） Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｅ

8cm

4cm

ｘ

6cm

（ＤＥ//ＢＣ）

（３）

14cm

Ｌ

Ｍ

Ｎ

ｘ18cm

12cm

（Ｌ//Ｍ//Ｎ）

（４）

Ｌ

Ｍ

Ｎ

（Ｌ//Ｍ//Ｎ）

ｘ

30cm
4cm

8cm

8cm

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｅ

ｘ

6cm
7cm

3cm

（１）

（ＤＥ//ＢＣ）

（２） Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｅ

6cm

3cm

ｘ

4cm

（ＤＥ//ＢＣ）

（３）

12cm

Ｌ

Ｍ

Ｎ

ｘ15cm

10cm

（Ｌ//Ｍ//Ｎ）

（４）

Ｌ

Ｍ

Ｎ

（Ｌ//Ｍ//Ｎ）

ｘ

33cm
4cm

9cm

9cm

－基礎演習69 下図において、ｘの値を求めよ。
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－基礎演習70 下図において、ｘの長さを求めよ

（５）

ｘ

12cm

4cm

（６）

ｘ

18cm

6cm
15cm

（７） （８）

ｘ

12cm

15cm

9cm

（１） （２）

（３）

5cm

6cm

ｘ

10cm

20cm

（４）

12cm

15cm

ｘ5cm 4cm

ｘ

6cm

2cm

3cm

12cm

9cm 16cm

24cm

ｘ
●

●

∠●＝∠●

5cm

4cm

3cm ｘcm

ｘcm

∠●＝∠●

●

●
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－基礎演習71 次の各問いに答えよ

（1）ＡＢ//ＣＤ//ＥＦ,ＡＢ＝１２㎝、

ＥＦ＝１８㎝のときＤＣの長さを求めなさい。 Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

（2）ｌ // ｍ // ｎ でＤＧ＝２㎝、ＧＥ＝４㎝、ＥＦ＝８㎝、

ＢＣ＝１２㎝ です。ＡＢの長さを求めなさい。

ｌ

ｍ

ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｇ

（3）ＡＢ//ＦＥ//ＤＣで、ＡＢ＝１８㎝、ＤＣ＝１０㎝、

ＢＧ＝４㎝、ＢＣ＝２４㎝のとき、ＥＦを求めなさい。
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

ＥＧ

（4）右の図でＡＤ＝ＤＢ, ＡＥ＝ＥＦ＝ＦＣ である。

　①相似な三角形の組を３組見つけなさい。

　

　②次の線分比を求めなさい。

　　　(ⅰ)ＤＥ:ＢＦ 　(ⅱ)ＧＦ:ＤＥ

　　　(ⅲ)ＤＥ:ＢＧ 　(ⅳ)ＤＨ:ＨＧ

　

　③次の面積比を求めなさい。

　　　(ⅰ)△ＡＢＣ：△ＡＤＥ 

　　　(ⅱ)△ＡＢＣ：△ＣＦＧ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｃ
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－基礎演習72 次の各問いに答えよ

（1）右の平行四辺形ＡＢＣＤでＥ,Ｆはそれぞれ辺ＡＤ,辺ＡＢの中点で

Ｐ,Ｑ,Ｒは辺ＢＣを４等分する点である。ＡＲとＥＦの交点をＧとする。

① ＡＧ : ＧＲ を求めなさい。

② △ＡＧＥ:　ＡＢＣＤの面積比を求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ

□

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｐ Ｑ Ｒ

（2）右の図で△ＡＢＣはＡＢ=ＡＣ=1の二等辺三角形で∠ＢＡＣ=１０８°である。

また、∠ＢＡＣを２:１に分ける直線と辺ＢＣとの交点をＤとする。

辺ＢＣの長さを求めなさい。

（3）ＡＤ=６cm,ＢＣ=８cm,ＣＤ=４cm,ＡＤ//ＢＣ

∠ＢＣＤ=90°の台形がある。

ＡＤと平行な線分ＥＦがこの台形の面積を

２等分するとき、ＥＦの長さを求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

ＦＥ

（4）ＡＢ=２の長方形ＡＢＣＤがある。辺ＡＤ,ＢＣ上に

点Ｍ,Ｎを取り、ＡＤ=３ＭＤ, ＢＣ=３ＮＣとなる

ようにする。長方形ＡＢＣＤと長方形ＤＭＮＣが

相似になるときＡＤの長さを求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＭ

Ｎ

（5）ＡＢ//ＥＦ//ＨＧ//ＣＤでＣＤ=６㎝

ＡＢ=３㎝のときＨＧを求めよ。
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ Ｇ

Ｈ

（6）平行四辺形ＡＢＣＤでＡＥ:ＥＤ=１：２

ＡＦ:ＦＢ=３：１ のときＡＧ:ＧＣ を求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｇ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

（7）ＤはＡＢの中点、ＢＥ:ＥＣ＝３:１ のときＡＦ:ＦＥを求めよ。

Ｇ
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3. 中点連結定理

－基礎演習73 次の各問いに答えよ

（1）右の図のような、ＡＢ=ＤＣの四角形ＡＢＣＤがある。

ＡＤ、ＢＤ、ＢＣの中点をそれぞれＥ、Ｆ、Ｇとするとき、

△ＥＦＧが二等辺三角形になることを証明せよ。
Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＥ

Ｆ

Ｇ

（2）右の図のように△ＡＢＣの辺ＡＢ,ＡＣの中点をそれぞれＭ,Ｎとする。

ＢＮ,ＣＭの交点をＧとし、ＢＧ、ＣＧの中点をそれぞれＰ,Ｑとする。

このとき四角形ＭＰＱＮは平行四辺形となることを証明せよ。 Ａ

Ｂ Ｃ
Ｐ

Ｇ

Ｍ Ｎ

Ｑ

（3）右の図で四角形ＡＢＣＤの各辺の中点をＥ,Ｆ,Ｇ,Ｈとする。

このとき四角形ＥＦＧＨは平行四辺形となることを証明せよ。 Ａ

Ｂ ＣＦ

Ｈ

Ｄ
Ｅ

Ｇ

（4）四角形ＡＢＣＤの辺ＤＡ,ＢＣの中点をそれぞれＥ,Ｆとする

対角線ＢＤ,ＡＣの中点をそれぞれＧ,Ｈとする。

四角形ＥＧＦＨは平行四辺形となることを証明せよ。
Ａ

Ｂ ＣＦ

Ｈ

Ｄ

Ｅ

Ｇ
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4. 相似な図形の面積

－基礎演習74 次の各問いに答えよ

図の平行四辺形ＡＢＣＤでＡＢの中点をＥ、ＢＦ:ＦＣ＝２:１のとき

四角形ＧＥＢＨと平行四辺形ＡＢＣＤの面積比を求めよ。

図の平行四辺形ＡＢＣＤでＥはＡＢの中点、ＢＦ:ＦＣ=５:３である。

このとき△ＡＥＧと四角形ＥＢＦＧの面積比を求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｆ

Ｄ

Ｅ Ｇ

図でＡＤ:ＤＢ＝３:２,ＡＥ:ＥＣ＝３:２である。

△ＤＥＦの面積は△ＡＢＣの面積の何倍か。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｆ

Ｄ Ｅ

図でＡＤ:ＤＢ＝１:３,ＢＥ:ＥＣ＝３:２である。

（１）ＡＦ:ＦＥを求めよ。

（２）△ＡＦＤと四角形ＤＢＥＦの面積比を求めよ。

右の図でＡＰ:ＢＰ＝２:１,ＢＱ:ＱＣ＝３:１,ＡＲ:ＲＣ＝１:４である。

(1) △ＡＢＣ:△ＡＰＲの面積比を求めよ。

(2) △ＡＢＣ:△ＢＰＱの面積比を求めよ。

(3) △ＡＢＣ:△ＰＱＲの面積比を求めよ。

Ａ

Ｂ ＣＱ

Ｒ

Ｐ

Ａ

Ｂ ＣＦ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

図で、ＡＢ：ＢＤ：ＤＦ＝２：３：２、ＡＧ：ＡＨ＝７：９

（１）△ＡＢＣと相似な三角形を２つ述べよ

（２）ＡＣ：ＡＥ：ＡＧを求めよ

（３）ＢＣ：ＤＥ：ＦＧを求めよ

（４）△ＡＢＣ、△ＡＤＥ、△ＡＦＧの面積比を求めよ

（５）△ＡＦＧと△ＡＦＨの面積比を求めよ

（６）△ＡＤＥは△ＡＦＨの面積の何倍か求めよ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

7
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｅ Ｇ
Ｈ

2

2

3

9

－基礎演習75 次の問いに答えよ

－基礎演習76 次の問いに答えよ

－基礎演習77 次の問いに答えよ

－基礎演習78 次の問いに答えよ

－基礎演習79 次の問いに答えよ
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5. 相似な立体の表面積・体積

－基礎演習80 次の問いに答えよ

（１）相似比が1：3の相似な2つの立体Ａ、Ｂがあります。Ａの表面積が128ｃｍ2、体積が90ｃｍ3のとき、

　　Ｂの表面積と体積をそれぞれ求めなさい。

（２）相似比が2：3の相似な2つの立体Ｃ、Ｄがあります。Ｄの表面積が486ｃｍ2、体積が648ｃｍ3のとき、

　　Ｃの表面積と体積をそれぞれ求めなさい。

（３）ある相似な立体Ｅ、Ｆがあります。Ｅの表面積は150ｃｍ2、Ｆの表面積は54ｃｍ2です。

　　Ｅの体積が250ｃｍ3のとき、Ｆの体積を求めなさい。

－基礎演習81 次の問いに答えよ

（１）2つの立体Ａ、Ｂがあって、ＡとＢの相似比は、2：5です。立方体ＡとＢの表面積の比と体積の比を

　　求めなさい。

（２）2つの相似な円柱Ｃ、Ｄがあって、Ｃの高さは8ｃｍ、Ｄの高さは24ｃｍです。円柱ＣとＤの表面積の比と

　　体積の比を求めなさい。

（３）2つの球Ｅ、Ｆがあって、ＥとＦの表面積の比は16：25です。球ＥとＦの体積の比を求めなさい。

－基礎演習82 次の問いに答えよ

図のような円すい形の容器があります。はじめ、この容器に深さ6ｃｍまで水が入っていて、

水の体積は32πｃｍ3です。次の問いに答えなさい。

（1）容器に入っている水の深さが3ｃｍになると、水の体積はいくらになりますか。

（2）容器の水面の体積がはじめの8倍になるまで水を入れると、水の深さは何ｃｍになりますか。

・

－基礎演習83 次の問いに答えよ

図のような三角すいＯ-ＡＢＣがあります。体積は192ｃｍ3、底面の△ＡＢＣの面積は64ｃｍ2です。

辺ＯＡ上の点Ｐを通り、底面に平行な平面で切った切り口の△ＰＱＲの面積が36ｃｍ2のとき、次の問いに答えなさい。

（1）ＯＡ＝12ｃｍのとき、ＯＰの長さを求めなさい。

（2）三角すいＯ-ＰＱＲの体積を求めなさい。

Ｏ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

6ｃｍ6ｃｍ
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6. 相似の利用

－基礎演習84 次の問いに答えよ

川の向こう側の地点Ａと、こちら側の地点Ｂの間の距離を

求めようとして測量したら、図のようになりました。

縮図をかいてＡＢ間の距離を求めなさい。

60°

45°

50ｍ

Ａ

Ｂ

Ｃ

川

－基礎演習85 次の問いに答えよ

影の長さがちょうど3ｍ80ｃｍの大木があります。身長170ｃｍの人の影が、ちょうど1ｍであることを

利用して、この大木の高さを求めなさい。

－基礎演習86 次の問いに答えよ

線分ＡＢを、次の比に分ける点Ｘを求めなさい。

（1）5：3

Ａ Ｂ

（2）3：7

Ａ Ｂ

－基礎演習87 次の問いに答えよ

三角形の3つの中線は点Ｇで交わり、この点を三角形の重心といいます。

また、この点は、3つの中線を、それぞれ2：1に分けます。

中線とは辺の中点から向いの角へひいた線である。

△ＡＢＣの面積が24ｃｍ2であり、点Ｇが重心であるとき

△ＧＢＣの面積を求めなさい。

－基礎演習88 次の問いに答えよ

次の図で、点Ｇは△ＡＢＣの重心です。

△ＡＧＣと△ＧＢＤの面積の比を求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ

Ｇ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｇ
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1. 円周角と中心角

－基礎演習89 次の∠ｘを求めよ

（１） （２） （３） （４）

ｘ
27° ｘ

36°

32°

ｘ

16°

19°

ｘ

（１） （２） （３） （４）

ｘ

136°

ｘ

ｘ

ｘ

133°

（５） （６） （７） （８）

ｘ
110°

ｘ

ｘ

50°

8°
ｘ

140°

－基礎演習90 次の∠ｘを求めよ
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－基礎演習91 次の∠ｘを求めよ

－基礎演習92 次の∠ｘを求めよ

ｘ

70°

76°

（６）

ｘ

45°

51°

（７） （８）（５）

ｘ

30°

（１） （２） （３）

ｘ
28°

ｘ

8°
12°

39°

（４）

ｘ

18°

（10） （12）

（１）

ｘ

68°

（２）

ｘ

53°

（９）

ｘ

26°

23°
ｘ

41°

22°

（11）

ｘ62°

34°

ｘ

58°

ｘ

18°

62°

30°
ｘ

66°
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2. 円周角の定理の逆

（２） （３）

－基礎演習93 次の四角形ＡＢＣＤで、∠ｘ、∠ｙを求めよ

（１）

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

48°
30°

48°

ｘ
ｙ Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

ｘ

ｙ

85°

60°

53°

53°
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

116°

25°

54°

ｘ

ｙ

62°

－基礎演習94 次の図で、同じ円周上にある4点の組を見つけよ

（１）△ＡＢＣ∽△ＡＤＥ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

（2）ＢＥ＝ＤＥ、ＡＣ＝ＣＤ

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

○

○＝ ＝

－基礎演習95 次の問いに答えよ

下の図で、点Ｆは∠ＡＣＢの二等分線と∠ＡＢＲの二等分線との交点である。

∠ＡＢＣの二等分線上に点Ｇを、４点Ｂ、Ｆ、Ｇ、Ｃが同じ円周上にあるようにとるとき

Ｇの位置をどのように決めればよいか説明しなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｓ

Ｒ
ＱＰ
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－基礎演習97 次の問いに答えよ

半径2ｃｍの円の中心Ｏから、6ｃｍの距離にある点Ａを1つとり、

点Ａを通る円Ｏの接線をすべて作図しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ
Ｄ

Ｅ

－基礎演習96 次の問いに答えよ

3. 円の性質の利用

下の図のようなおうぎ形ＯＡＢがあります。

おうぎ形ＯＡＢの中心角の二等分線上にあり、∠ＡＰＢ＝90°となる点Ｐを作図しなさい。

Ａ

ＢＯ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｏ

Ｐ

－基礎演習98 次の問いに答えよ

右の図で円Ｏの周上に点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄをとる。さらにＡＢとＣＤの

交点をＰとするとき、△ＡＢＰ∽△ＤＣＰを証明しなさい。

次の問いに答えよ

右の図で△ＡＢＣの３つの頂点は同じ円の周上にある。

点Ｃを含まないＡＢ上に点Ｄを、点Ａを含まないＢＣ上に点Ｅを、

ＤＣ//ＢＥとなるようにとる。

２つの弦ＡＥ、ＣＤの交点をＦとする。

このとき、△ＡＦＣ∽△ＡＤＢであることを証明せよ。

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

－基礎演習99 次の問いに答えよ

ＡＢ＝ＡＣである二等辺三角形ＡＢＣの頂点ＡとＢを通る円が辺ＢＣと交わる点をＤ，辺ＣＡの延長と

交わる点をＥとします。ＤとＥを結ぶとき、ＤＥ＝ＤＣであることを証明しなさい。

－基礎演習100
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1. 三平方の定理

次の各問いに答えよ

（2）次の長さを3 辺とする三角形のうち、直角三角形はどれですか。

① 4cm、5cm、6cm    ② 7cm、24cm、25cm    ③ 0.6m、0.8m、1m    ④ 1cm、2cm、3cm

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

（1）右の図のように正方形ＡＢＣＤ各辺にＡＥ=ＢＦ=ＣＧ=ＤＨとなる点を取り、

各点を結んだ正方形ＥＦＧＨをつくる。ＡＥ= ａ ㎝、ＥＢ= ｂ ㎝、ＥＦ= ｃ ㎝とする。

これを使って三平方の定理(ｃ
2
=ａ

2
+ｂ

2 
)を証明せよ。

（3）次のｘの値を求めよ

①

ｘ

cm

1cm

2
②

12cm

ｘ

3cm

③

ｘ

6cm

30°

④
cm

ｘ

3
60°

⑥

4cm

ｘ
45°

⑤

ｘ

45°
2cm

⑦

10cm

7cm

ｘ

7cm

⑧

ｘ

30°

45°
3cm

⑨

ｘ

45°

3cm

60°

⑩

8cm

14cm

ｘ

⑪

cm13

3cm

3cm
ｘ

⑫

　cm

135°

ｘ

5

　cm2

ｘ

⑭

5cm

⑬

6cm

29cm
20cmｘ

45°

2

1

□で囲まれているのは比である。

⑮

15cm

15cm

8cm

　ｘ

Ｈ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

10cm

は同じ角度を表す。
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2. グラフへの利用

次の各問いに答えよ

Ｏ

y

x

Ａ

Ｂ

Ｐ

（１）点Ａ(６, ８)、点Ｂ(-２, ７)とする。ＡＰ+ＢＰが最小となるように

　　　x軸上に点Ｐをとる。その時のＡＰ+ＢＰの値を求めなさい。

（１）座標上に点Ａ(-４, ７)と点Ｂ(２,１)がある。線分ＡＢの長さを求めよ。

（２）座標上に点Ａ(２, -１)と点Ｂ(５,３)がある。線分ＡＢの長さを求めよ。

（３）座標上に点Ａ(４, ３)と点Ｂ(-２,-１)がある。線分ＡＢの長さを求めよ。

（２）点Ａ(４, ６)、点Ｂ(-１, ４)とする。ＡＰ＝ＢＰとなるように

　　　点Ｐをｘ軸上にとる。そのときの点Ｐの座標を求めなさい。

（１）ＡＤ//ＢＣの台形でＡＢ=ＣＤ=６㎝、

　　　ＡＤ=４㎝、ＢＣ=８㎝である。面積を求めよ。

（３）１辺６cmの正三角形の面積を求めよ。

（２）ＡＢ=ＡＣ=３cm、ＢＣ=２cm の△ＡＢＣの面積を求めよ。
Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

次の各問いに答えよ

3. 平面図形への利用

次の各問いに答えよ

－基礎演習102
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4. 面積への利用

次の各問いに答えよ

（1）図のように直角三角形を重ねたとき、

重なった部分（色付）の面積を求めよ。 45°
60°

18cm

18cm

10cm

8cm 6cm

（2）右の△ＡＢＣの面積を求めよ。

（3）１辺が６cmの正八角形の面積を求めよ。

（4）右の図は、一辺６cmの正方形と半径６cmのおうぎ形を

組み合わせた図形である。色をつけた部分の面積を求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

－基礎演習105
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5. 図形曲折への利用

次の各問いに答えよ

（1）右の図は長方形ＡＢＣＤの頂点Ｃを頂点Ａに重ねるように

ＥＦで折り返した図である。ＡＢ=１２ ㎝、ＡＤ=２４ ㎝である。

ＤＥの長さを求めなさい。

（2）長方形ＡＢＣＤの頂点Ｃが辺ＡＤ上にくるように折り返す。

ＢＥはそのときの折り目である。また、Ｆは頂点Ｃが移った点である。

ＡＢ=１８cm,ＤＦ=６cmのとき、ＢＥの長さを求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＦ

Ｅ

（3）ＡＢ=４cm,ＢＣ=６cm の長方形で、頂点Ｂが辺ＡＤの

中点Ｍと重なるように折り返した。

ＥＭの長さを求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｍ

（4）長方形ＡＢＣＤでＡＢ=７cm, ＡＤ=９cm である。

ＭＢ=３cm として、頂点ＣをＭに重なるように

折り返したときの折り目をＰＱとする。

ＰＱの長さを求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｎ

Ｍ

Ｏ Ｐ

Ｑ

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＥ

Ｆ

Ｇ－基礎演習106
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6. 円への利用

次の各問いに答えよ

（1）右の円Ｏの弦ＡＢの長さを求めなさい。

Ａ Ｂ

Ｏ

4cm
8cm

（2）図でＡ,Ｂ,Ｃは円Ｏの円周上の点である。

Ｏは中心、ＡＢは直径、∠ＣＯＢ＝=６０°、ＢＣ＝７cm のとき

ＡＣの長さを求めよ。

Ａ Ｂ
Ｏ

Ｃ

（3）右の図で点Ａ,Ｂ,Ｃは円Ｏの円周上の点である。

∠ＢＡＣ＝３０°、ＢＣ＝１２cm のとき円Ｏの半径を求めよ。

（4）図はＯを中心とする半径２cmの半円で線分ＡＢは直径である。

点Ｃは円周上の点で、ＣＢ＝２cmである。また、ＡＣ＝ＡＥである。

このとき次の問に答えよ。

①ＡＣの長さを求めなさい。

②∠ＯＥＣは何度か

③ＯＥの長さを求めなさい。

Ａ Ｂ
Ｏ

Ｃ

Ｅ

（5）右の円Ｏは半径３cmの円である。

Ｐは接点でＡＯ＝６cmのとき

接線ＡＰの長さを求めよ。
Ａ

Ｏ

Ｐ

（6）半径３cmの円Ｏと半径５cmの円Ｏ’があり、

Ａ,Ｂを接点とする共通接線ＡＢがひかれている。

中心間の距離ＯＯ’＝１６cm のとき

線分ＡＢの長さを求めよ。

Ａ

Ｏ

Ｂ

Ｏ’

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｃ

－基礎演習107
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7. 空間図形への利用

次の各問いに答えよ

（1）図はＡＤ=６cm、ＡＥ=８cm、ＡＢ=１２cmの直方体である。

対角線ＡＧの長さを求めなさい
Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｄ Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｆ

ＧＨ

Ｄ Ｃ
（2）図は一辺６ｃｍの立方体であるこの立方体を

頂点Ａ,Ｆ,Ｃを通る平面で切断する

①切断してできた三角錐Ｂ-ＡＦＣの体積を求めよ。

②切断面は三角形となるが、その△ＡＦＣの面積を求めよ。

③頂点Ｂから、△ＡＦＣに降ろした垂線の長さを求めよ。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ Ｄ

Ｐ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ
Ｄ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ Ｄ

（5）図は側面が正三角形の正四角錘である。一辺の長さは６㎝である。

①体積を求めよ。

②辺ＡＤ上にＡＰ=２cm となる点Ｐをとる。

　頂点Ｂから辺ＡＣを通りＰまで行くときの最短の道のりを求めなさい。

（4）図の正四角錐は底面が１辺８cm の正方形で

他の辺が９cm である。体積を求めよ。

（6）図の正四角錐は底面が１辺１２cmの正方形で

それ以外の各辺はすべて１０cmである。

辺ＡＣの中点をＳ,辺ＡＤの中点をＲとし、

辺ＢＣ,辺ＥＤ上にそれぞれＰＣ=ＱＤ=３cm

となる点Ｐ,Ｑをとる。

面ＳＰＱＲで正四角錐を２つに切断したときに

できる小さいほうの立体の体積を求めよ。

（3）１辺４㎝の正四面体の体積と表面積を求めなさい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｈ

－基礎演習108
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次の各問いに答えよ

（1）図は底面が１辺１２㎝の正三角形で、高さが１２㎝の三角柱である。

頂点Ａ,Ｅ,Ｃを通る平面でこの立体を切断するとき

頂点Ｂから面ＡＥＣに下ろした垂線の長さを求めなさい。

18cm

（2）図の円錐は底面の半径が１２cm

母線の長さが１８cm である。体積を求めよ。

Ａ

Ｐ

Ｍ

（3）図は母線の長さ６㎝、底面の半径２㎝の円錐である。

頂点Ａから点Ｐまで線を引きその中点をＭとする。

①　この円錐の体積を求めよ。

②　この円錐を展開したときの側面のおうぎ形の中心角を求めよ。

③　点Ｍから側面を１周してＰまで行くときの

　　最短の長さを求めなさい。

（4）図は半径１５cmの球を平面で切ったものである。中心から切り口の

平面までの距離が９cm である。切り口の円の面積を求めよ。

－基礎演習109
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Ｅ
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次の各問いに答えよ

（1）底面の円の半径が２５cmの円柱形の容器に

半径１３cmの球を２個入れ、球がちょうど

つかるまで水を注いだ。

底面から水面までの高さを求めよ。

（2）1番目の三角形として直角をはさむ２辺の長さが１，１である直角三角形を作ります． 

　次に，その斜辺と長さ１の辺を直角をはさむ２辺として，２番目の三角形を作ります． 

　さらに，できた斜辺と長さ１の辺を直角をはさむ２辺として，３番目の三角形を作ります． 

　同様にして，４番目の三角形を作ったとき，４番目の三角形の斜辺の長さを求めなさい． 

1

1

1

1

①

③

②

（3）半径６ｃｍと半径４ｃｍの円が直線ｌにそれぞれ点Ａ、Ｂで接しているとき、ＡＢの長さを求めなさい。

ｌ
Ａ Ｂ

－基礎演習110
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1. 標本調査

次の問いに答えよ

次の調査をするとき、全数調査と標本調査のいずれの調査が適切か、理由をつけて答えなさい。

（1）5年ごとに行う国勢調査　　　　　　　　　　　　　　（2）政治に関する世論調査

（3）テレビの視聴率調査　　　　　　　　　　　　　　　 （4）全国中学英語統一実力テスト

（5）学校で行う身体測定　　　　　　　　　　　　　　　 （6）乾電池の寿命検査

次の問いに答えよ

次の調査について、①調査の母集団、②標本、③標本の大きさ、をそれぞれ答えなさい。

（1）ある中学校の生徒400人の中から無作為に100人を選んで、7日間で睡眠時間を調査したところ、

　　100人の睡眠時間の平均は８時間４０分でした。

（2）あるお店で1000個の商品を扱っていますが、100個目ごとの商品１５個を品質チェックしました。

（3）白のご石だけがはいった袋があり、この白のご石の個数を推測するため、５０個の黒のご石を

　　入れてよく混ぜたあと、１０個のご石をとりだすと、４個の黒いご石が混ざっていました。

次の問いに答えよ

学校で、ある標本調査をするため、各クラスから５名を選ぶことになりました。次の問いに答えなさい。

（1）５名を選ぶ選び方として、適切でないものを２つ答えなさい。

　　①出席番号からくじで５名を選ぶ　　　　　　　②希望者５名を選ぶ

　　③出席番号の若い方から順番に５名を選ぶ　　　④表計算ソフトを使い５名を選ぶ

　　⑤出席番号から乱数さいで５名を選ぶ

（2）あるクラスは、乱数表を使って選ぶことになり、無作為に○をつけた数からはじめ、右へ進める

　　ことになりました。下の表は乱数表の一部です。５名を出席番号順に書き出しなさい。

　　ただし、このクラスの生徒数は４０人です。

86 65 72 25 16 97 00 87 56 38 62 34 12 44 58 76 91 18 27 53 99 67 43 79 61

32 03 84 31 47 69 08 92 67 41 38 52 19 60 22 85 33 17 84 66 57 49 38 90 01 

－基礎演習111

－基礎演習112

－基礎演習113



－基礎演習118

－基礎演習117

－基礎演習116

－基礎演習115

－基礎演習114

47

2. 標本調査の活用

次の問いに答えよ

Ａ君の中学校の生徒数は342人です。今日、Ａ君のいる38人のクラスで、昨日のバレーの大会をテレビで見た人が

10人いることを知りました。この大会をテレビで見たＡ君の中学校の生徒数は、およそ何人と推測されますか。

次の問いに答えよ

ある工場で大量に製造される品物から100個を無作為に抽出したところ、そのうち３個が不良品でした。

14000個の品物を製造したとき、そのうちの不良品の数は、およそ何個と推測されますか。

次の問いに答えよ

何枚かのトランプカードがあり、その中から６枚のカードを取り出し、それぞれのカードの種類と番号を

メモします。そのあと、それらのカードをもとにもどし、よくきってからさらに６枚のカードを取り出し

たところ、前に取り出したカードが２枚含まれていました。

トランプの枚数は、全部でおよそ何枚と推測されますか。

次の問いに答えよ

いくつかの黒いご石が入っている箱Ａがあります。コップで箱Ａの中のご石をすくったところ、４２個のご石

が入っていました。そこで、そのご石を別の箱Ｂに入れ、同じ大きさの白いご石４２個を箱Ａにもどし、よく

かき混ぜてから、さらにコップで箱Ａの中のご石をすくったところ、白いご石３個と黒いご石３５個が入って

いました。箱Ａの中に入っていた黒いご石の数は、全部でおよそ何個と推測されますか。

次の問いに答えよ

箱の中に同じ大きさのビー玉がたくさん入っています。箱の中からビー玉を100個取り出して、その全部

に印をつけてもとに戻し、よくかき混ぜたあと、箱の中からビー玉を３０個取り出したところ、その中に

印のついたビー玉が６個ありました。

はじめに箱の中に入っていたビー玉の数は、全部でおよそ何個と推測されますか。
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－実力錬成1 次の問いに答えよ　

次の図のような縦の長さがｘ、横の長さがｙの長方形の花だんのまわりに幅ａの道がついています。

道のまん中を通る線の長さをℓとすると、この道の面積はａℓに等しいことを証明しなさい。

ａ

－実力錬成2 次の問いに答えよ　

次の図のような、ＡＤ//ＢＣの台形ＡＢＣＤがあり、Ｍ、Ｎはそれぞれ辺ＡＢ、ＣＤの中点です。

この台形の面積をＳ、高さをｈとします。線分ＭＮの長さをℓとすると、　　　　　　　という関係が

あることがわかっています。このとき、Ｓ＝ｈℓとなることを証明しなさい。

ℓ＝
ＡＤ+ＢＣ

　　２

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｍ Ｎ

－実力錬成3 次の問いに答えよ　

次の表は、１から４９までの奇数を順に並べ、上から１段目、２段目、・・・、５段目としたものである。

表の２段目の１３、２３や４段目の３７、４７のように、表の同じ段でとなり合って並んだ２つの奇数に

おいて、大きいほうの奇数の２乗から小さいほうの奇数の２乗をひいた差は、

４０で割り切れることを証明しなさい。

1段目

2段目

3段目

4段目

5段目

1

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

23

25

27

29

31

33

35

37

39

41

43

45

47

49

ｘ

ｙ

ℓ
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－実力錬成4 次の問いに答えよ　

半径6　2ｃｍと10　2ｃｍの２つの円があります。以下の問いに答えなさい。

（1）周の長さが、この２つの円の周の差になる円をつくるとき、その半径を求めなさい。

（2）この2つの円の面積の差に等しい面積となる円をつくるとき、その半径を求めなさい。

－実力錬成5 次の問いに答えよ　

　6の整数部分をａ、小数部分をｂとする。

（1）ａの値を求めなさい。

（2）ｂの値を求めなさい。

（3）ａ( ｂ + 2 )の値を求めなさい。

－実力錬成6 次の問いに答えよ　

右の図で、縦、横、斜めのどの３つの数の積も等しくなるように、

空欄にあてはまる数を求めなさい。

3

2 1

3
3

－実力錬成8 次の問いに答えよ　

　2000-50ｎの値が整数となるような自然数ｎのうち、最も小さいものを求めなさい。

－実力錬成7 次の問いに答えよ　

ｘ＝4+ 2011のとき、ｘ2-8ｘ+7の値を求めなさい。

（1）

（2）a、b、cは連続する３つの奇数で、０‹ a ‹ b ‹ c ‹１００である。

　a＋b＋c が正の整数となるaのうち、もっとも大きなものを求めなさい。
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－実力錬成9 次の問いに答えよ（公立高校入試）

次の図のような１辺の長さが１２cmの立方体があり、３点Ｐ、Ｑ、Ｒは、それぞれ辺ＡＢ、ＡＥ、ＡＤ上を

次のように動くものとする。

・点Ｐは、Ａを出発し、毎秒４cmの速さで動いて、Ｂで止まる。

・点Ｑは、点Ｐと同時にＡを出発し、毎秒２cmの速さで動いて、Ｅで止まる。

・点Ｒは、点ＱがＥに到着するまでは、Ｄに止まっている。そして、点ＱがＥに到着すると

　同時にＤを出発し、毎秒３cmの速さで動いて、Ａで止まる。

点ＰがＡを出発してからｘ秒後の、三角すいＡＰＱＲの

体積をｙcm
3
とする。

次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）ｘの変域が０＜ｘ＜３のとき

　　　ｙをｘの式で表しなさい

（２）次 の　　　　　、　　　　 にあてはまる数を

　　　求めなさい。

ア イ

 点ＰがＡを出発してから　　　　　秒後に、点ＲがＤを出発する。また、点ＲがＤを出

発したあと、ｙ＝２４０となるのは、ｘ＝　　　　　のときである。

ア

イ

ＡＡ
Ｂ

ＣＤ

Ｅ Ｆ

Ｇ
Ｈ

12cm

12cm

12cm

Ｑ

Ｐ

Ｒ

－実力錬成10 次の問いに答えよ（公立高校入試）

１辺が７cmの正方形の台紙に同じ大きさのシールがはってある。

このシールを次の手順ではがすとき、下の（１）、（２）に答えなさい。

台紙を正方形ＡＢＣＤとする。

手順：図１のように、台紙にシールがはってある状態から、図２のように、シールを点Ａから

　　　はがしていく。

　　　そのとき、シールがはがされた部分（図２の灰色部分）と、はってある部分との境界が

　　　線分となるようにはがすものとし、その両端の点Ｐ、Ｑは、同時にＡを出発してそれぞ

　　　れ毎秒１cmの速さで、点ＰはＢを通ってＣまで、点ＱはＤを通ってＣまで、周上を動

　　　くものとする。

7cm

7cm

Ａ Ｂ

ＣＤ

図１ 図２

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｐ→

↑
Ｑ ⇒

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｐ

Ｑ

Ａ Ｂ

ＣＤ

⇒

（１）はがし始めて３秒後の線分ＰＱの長さを求めなさい。

（２）シールがはがされた部分の面積が、正方形の台紙の面積の　 になるのは、はがし始めてから

　　　何秒後か。求めなさい。
9

7



－実力錬成12 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図は、関数ｙ＝２ｘ
2
のグラフと関数ｙ＝ａｘ

2
の

グラフを同じ座標軸を使ってかいたものであり、２つの

グラフはｘ軸について対称である。関数ｙ＝２ｘ
2
のグラフ

上には、２点（-２、８）、Ｂがあり、線分ＡＢはｘ軸に

平行である。

　次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）ａの値を求めなさい。

（２）原点Ｏと２点Ａ、Ｂを頂点とする△ＡＯＢの面積を求めなさい。

Ｏ

y

x

Ａ

ｙ＝ａｘ
2

Ｂ

ｙ＝２ｘ
2

（-２、８）
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－実力錬成11 次の問いに答えよ（公立高校入試）

関数ｙ＝ａｘ
2
について、ｘの変域が-１＜ｘ＜４　のとき、ｙの変域が０＜ｙ＜８である。

ａの値を求めなさい。

＝ ＝ ＝ ＝

－実力錬成13 次の問いに答えよ（公立高校入試）

図で、Ｏは原点。Ａ、Ｂは関数ｙ＝　 ｘ
2
のグラフ上の点、

Ｃはｙ軸上の点、Ｄは直線ＢＣとｘ軸との交点である。

　点Ａのｘ座標が８、点Ｃのｙ座標が５、△ＣＯＢの面積が

△ＢＯＤの面積の　 倍であるとき、次の①、②の問いに答えよ。

ただし、点Ｂのｘ座標は正とする。

①　直線ＡＣの式を求めよ。

②　点Ｄの座標を求めよ。

8
1

2
3

Ｏ

y

x

Ａ

Ｃ

Ｂ

ｙ＝　ｘ
2

Ｄ

8
1

－実力錬成14 次の問いに答えよ

関数ｙ＝２ｘ
2
について、ｘの変域が-１＜ｘ＜２のとき

ｙが最大となる点をＡ、最小となる点をＢとする。

また、ｙ＝4ｘ+ａとｙ＝2ｘ
2
との交点をＣとする。

今、aの値が最大となるところに点Ｃがあるとき

（１）Ｃの座標を求めよ

（２）ａの値を求めよ

（３）右の図に点Ａ、Ｂ、Ｃをかき入れなさい。

（４）点Ａ、Ｂ、Ｃを頂点とする三角形の面積を求めなさい。

＝ ＝

0

y

x

10

5-5



－実力錬成15 次の問いに答えなさい（公立高校入試）

右の図のように、ＡＤ//ＢＣ、ＢＣ＝   ＡＤである台形ＡＢＣ

Ｄがある。辺ＢＣ上にＡＤ＝ＢＥとなる点Ｅをとり、線分ＡＥと

線分ＢＤの交点をＦとする。

このとき、台形ＡＢＣＤの面積は、△ＡＢＦの面積の何倍か。

求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

３
４
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－実力錬成16 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、△ＡＢＣの辺ＢＣの延長上

に、∠ＣＢＡ＝∠ＣＡＤとなる点Ｄをとる。

∠ＡＤＣの二等分線が辺ＡＣ、ＡＢと交わる点を

それぞれＥ、Ｆとする。

　次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）△ＡＤＦ∽△ＣＤＥであることを証明しなさい。

（２）ＡＥ＝３cm、ＥＣ＝２cm、ＣＤ＝６cmのとき、線分ＢＣの長さを求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｄ
Ｃ

Ｆ
Ｅ

－実力錬成17 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、正方形ＡＢＣＤと、点Ａを通る直線Ｌがある。

点Ｄを通り、Ｌに垂直な直線Ｍをひき、Ｌとの交点をＥ、辺ＡＢ

との交点をＦとする。また、点ＣからＭに垂線ＣＧをひく。

　次の（１）、（２）に答えなさい

（１）△ＡＤＥ≡△ＤＣＧを証明しなさい。

（２）ＡＤ＝１３ｃｍ、ＥＧ＝７ｃｍのとき、ＡＦの長さを求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｍ

Ｌ

Ｅ

Ｇ

Ｆ

－実力錬成18 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、線分ＡＢを直径とする半円の円周上に

２点Ｃ、Ｄがあり、線分ＡＤは∠ＣＡＢを二等分している。

また、線分ＡＤと線分ＢＣの交点をＥとする。

　次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）△ＡＣＤ∽△ＣＥＤであることを証明しなさい。

（２）ＡＢ＝３cm、ＢＤ＝１cmのとき、△ＡＢＥの面積を求めなさい。

Ａ Ｂ

Ｃ

ＤＥ

－実力錬成19 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、円の周上に４点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがあり、

線分ＢＤ上に、ＡＢ//ＥＣとなる点Ｅをとる。

　次の（１）、（２）に答えなさい。

（１）△ＡＣＤ∽△ＢＥＣであることを証明しなさい。

（２）ＡＢ＝ＢＣ＝７cm、ＣＤ＝５cm、ＢＤ＝１０cmのとき、

　　　線分ＡＤの長さを求めなさい。

Ｄ

Ａ Ｂ

ＣＥ



－実力錬成20 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図１で、点Ｏは線分ＡＢを直径とする半円の

中心である。

　点Ｐは弧ＡＢ上にある点で、点Ａ、点Ｂのいずれに

も一致しない。

　点Ｂと点Ｐを結び、線分ＢＰの中点をＱとする。

　点Ａと点Ｑを結び、線分ＡＱをＱの方向に延ばし

た直線と弧ＢＰとの交点をＲとする。

　点Ｐと点Ｒを結ぶ。

　次の各問いに答えよ。

（1）図１において、ＡＰ：ＰＢ＝１：３のとき、∠ＡＲＰの大きさは何度か。

（2）右の図２は、図１において、点Ｐから線分

　　 ＡＱにひいた垂線と、線分ＡＱとの交点をＳ

　　 とし、点Ａと点Ｐ、点Ｂと点Ｒをそれぞれ結

　　 んだ場合を表している。

 　　次の①、②に答えよ。

　　　　①　△ＰＳＱ≡△ＢＲＱであることを証明せよ。

　　　　②　ＯＡ＝２cm、∠ＰＡＢ＝∠ＰＢＡのとき、四角形ＰＡＢＲの面積は何ｃｍ
2
か。

図１
Ｐ

Ｒ
Ｑ

Ａ ＢＯ

Ａ ＢＯ

Ｐ

ＲＱ

Ｓ

図２
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－実力錬成21 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図は、線分ＡＢを1辺とする正三角形と、線分ＡＢを

直径とする半円を重ねてかいたものである。ＡＢ＝４ｃｍのとき

色つきの部分の面積を求めなさい。

ＢＡ

－実力錬成22 次の問いに答えよ（公立高校入試）

図１の△ＡＢＣは、ＡＢ＝ＡＣ＝ａcm、ＢＣ＝ｂcmの二等辺三角形である。

図２のように、この三角形を折って、辺ＢＣが辺ＢＡと重なるように

したい。このとき、折り目となる線分をＢＤとする。

　下の（１）、（２）に答えなさい。

Ｂ

Ａ

Ｃ

図１

Ｂ

Ａ

Ｃ

図２

（1）折り目となる線分ＢＤを、定規とコンパスを使って作図しなさい。ただし、作図に用いた線は

　　 消さないこと。

（2）図３は、折り目ＢＤで△ＡＢＣを折ったものであり、点Ｃが辺ＡＢ上で重なる点をＥとする。

　　 このとき、△ＡＥＤの３辺の長さの和を、ａ、ｂを使って表しなさい。

Ｂ

Ａ

Ｄ

図３
Ｅ
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－実力錬成23 次の問いに答えよ（公立高校入試）

右の図のように、円Ｏの周上に、３点Ａ、Ｂ、Ｃが

あり、∠ＯＡＣ＝１５°、∠ＯＢＣ＝５５°である。

円Ｏの半径が６ｃｍのとき、円周角∠ＡＣＢに対する

弧ＡＢの長さを求めなさい。

Ｏ

55°

15°

Ａ Ｂ

Ｃ

－実力錬成24 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

右の図で、点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、円の周上

にあり、ＡＢ＝ＣＤである。

線分ＡＣと線分ＢＤの交点をＰ、線分ＢＣ

の中点をＭ、直線ＭＰと線分ＡＤの交点をＮ

とする。

（1）△ＡＢＰ≡△ＤＣＰであることを証明しなさい。

（2）ＡＤ＝１０ｃｍ、ＢＣ＝６ｃｍ、ＭＮ＝５ｃｍのとき

　　△ＡＢＰの面積を求めなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＮ

Ｍ

Ｐ

－実力錬成25 次の問いに答えよ　

右の図のように、∠Ｃ＝90°、∠Ｄ＝90°、ＡＤ＝３ｃｍ、

ＢＣ＝６ｃｍ、ＣＤ＝１１ｃｍの台形ＡＢＣＤがある。

辺ＣＤ上を、頂点Ｃから頂点Ｄまで移動する点をＰとする。

頂点Ａと点Ｐ、頂点Ｂと点Ｐをそれぞれ線分で結ぶとき、

次の問いに答えなさい。

（1）∠ＡＰＢ＝90°となるとき、△ＡＰＤ∽△ＰＢＣで

　　あることを証明しなさい。

（2）∠ＡＰＢ＝90°となる点を、定規とコンパスを用いて、

　　作図によってすべて求め、それらの点に・をつけなさい。

　　作図に使った線は消さないで残しておくこと。

（3）ＣＰの長さをｘｃｍとするとき、∠ＡＰＢ≧90°となる

　　ｘの値の範囲を求めなさい。求める過程もかきなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

・Ｐ

3ｃｍ

6ｃｍ

11ｃｍ
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－実力錬成26 次の問いに答えよ（公立高校入試）

図１のように、底面の半径が６ｃｍの円柱の容器に水が入っている。この容器に、底面の半径が３ｃｍ

母線の長さが４ｃｍの円すいの形をした鉄のおもりを入れたところ、図２のように、水があふれることなく

完全に沈めることができた。

　このとき、水面の高さは何ｃｍ上昇したか。求めなさい。

6cm

図１

4cm

図１

3cm

－実力錬成27 次の問いに答えよ（公立高校入試）

図１のように、底面の半径がそれぞれ５cm、３cmである２つの円すいＡ、Ｂがある。それぞれの

円すいの側面の展開図を同じ平面上で重ならないようにして合わせると、図２のような円ができた。

　このとき、円すいＡの側面積を円周率πを用いて求めなさい。

図１

5cm

Ａ

3cm

Ｂ 図２

－実力錬成28 次の問いに答えよ

（1）円Ｏ外の1点Ａから接線ＡＢ、ＡＣをを引き、接点をそれぞれＢ、Ｃとする。

　　さらに、ＢＣとＡＯの交点をＭとするとき

　　円Ｏの半径をｒ、ＯＡ＝ｘとするとき、ＯＭをｘとｒで表せ。
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（1）正三角形ＡＢＣの点ＢＣは円Ｏの周上にある。

     ＡＣを延長した直線と円Ｏの交点をＤとする。

     また、ＡＣ上に点Ｅをとり、ＢＥを延長した直線と円Ｏの交点をＦとする。

     さらに、ＡＢを延長した直線とＤＦの交点をＧとするとき

     △ＢＣＥ∽△ＤＡＧを証明しなさい。

－実力錬成29 次の問いに答えよ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｏ

Ｇ Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｂ Ｃ

（2）右の図の△ＡＢＣにおいてＡＢ＝ＡＣ＝ＢＣ＝８cmである。

　　 この円の半径を求めよ。

（3）右の図のような二等辺三角形の三辺に接する円がある。

   　ＡＢ＝ＡＣ＝１０cm,ＢＣ＝１２cm のとき

　　 この円の半径を求めよ。
Ａ

Ｂ Ｃ
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Ｏ

Ｄ
Ａ

Ｂ

Ｐ

Ｃ

Ｈ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ
Ｐ

Ｑ

図のように，ＡＢ＝８cm，ＡＤ＝７cm，ＡＥ＝４cmの直方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがある。

頂点Ａから，辺ＣＤ，ＧＨ，ＥＦ上をこの順に通って，

頂点Ｂまでたるまないようにひもを巻き付け，ひもの長さが最小になるようにする。

ひもが辺ＣＤ，ＧＨと交わる点をそれぞれＰ，Ｑとする。

（1）ＡＰ：ＰＱを最も簡単な整数の比で答えよ． 

（2）図１の直方体における線分ＡＱの長さを求めよ． 

－実力錬成30 次の問いに答えよ（公立高校入試　改）

右図のような正四角すいＯＡＢＣＤがある。

底面ＡＢＣＤは1辺の長さが６cmの正方形、

他の辺の長さはすべて１２cm。

底面の正方形ＡＢＣＤの対角線の交点を

Ｈとするとき、辺ＯＢ上に∠ＯＰＨ=90°

となるような点Ｐがある。

このとき、以下の問いに答えよ。

（1）線分ＢＰの長さを求めなさい。

（2）三角すいＯＡＣＰの体積を求めなさい

（3）三角すいＯＡＣＰにおいて点Ｐから

　　面ＯＡＣに垂線をひく。その垂線と

　　面ＯＡＣとの交点をＦとするとき

　　ＦＰの長さを求めなさい。

－実力錬成31 次の問いに答えよ

図１
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袋の中にたくさんの玉が入っていて、そのうち、３０個の玉には印がついている。標本調査を利用して、

この袋の中の玉の個数を、次のような方法で調べた。

  この袋から５０個の玉を無作為に抽出し、印のついた玉の個数を記録したあと、玉をすべて袋に

　もどした。同じようにして、印のついた玉の個数を数回調べたところ、平均して２個含まれていた。

この袋の中には、およそ何個の玉が入っていたと推測されるか、求めなさい。

－実力錬成32 次の問いに答えよ　

箱の中に入っている玉の総数を、標本調査をおこなって調べた。コップで箱の中の玉をすくうと４０個

入っており、そのすべてに印をつけて箱の中にもどした。よく混ぜたあと、ふたたび同じコップで玉を

すくうと印のないものが３１個、印のついた玉が４個あった。この箱の中に入っている玉の総数は、

およそ何個と推測されるか、求めなさい。

－実力錬成33 次の問いに答えよ　

袋の中にたくさんの白のご石だけが入っている。標本調査を利用して、この袋の中のご石の個数を、

次のような実験で調べた。このとき、以下の問いに答えなさい。

  白のご石と同じ大きさの黒のご石６０個を、白のご石が入っている袋の中に

　入れ、その中から２０個のご石を無作為に抽出し、白と黒のご石の個数を、

　それぞれ調べて、もとの袋にもどす。

　この実験を５回おこなって、右の表のような結果を得た。

（1）結果をもとに、１回の抽出で平均して取り出される黒のご石の個数を求めました。

     ●黒のご石は平均して、　ア　　個取り出される。

　   このとき、求めた個数が正しくなるように　ア　にあてはまる値をかきなさい。

（2）次のような説明で白のご石の個数を推測しました。

     ●　　　　　イ　　　　　よって、袋の中の白のご石の個数は、およそ１４０個と推測される。

   　このとき、説明が正しくなるように、　　イ　　に説明をかき、完成させなさい。

－実力錬成34 次の問いに答えよ　

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

白の
個数

黒の
個数

13

16

12

13

16

7

4

8

7

4

実験
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－実力錬成35 下の表のように自然数を1から順に並べた。この表からは次のことが分かる。

　ア　～　ウ　にあてはまる数を答えなさい。

1段目

2段目

3段目

4段目

5段目

　・

1

8

15

22

29

・

2

9

16

23

30

・

3

10

17

24

・

・

4

11

18

25

・

・

5

12

19

26

・

・

6

13

20

27

・

7

14

21

28

・

－実力錬成36 右の図のように同じ長さの棒を

並べて1番目、2番目、3番目と

図形を作った。この並べ方で

4番目以降の図形を作るとき、

次の問に答えなさい。

（1）5番目の図形をつくるときに必要な棒の本数を求めよ。

（2）ｎ番目の図形をつくるときに必要な棒の本数をｎを用いて表せ。

（3）100番目の図形を作る時に必要な棒の本数を求めよ。

1番目 2番目 3番目

①18は上から3段目で左から4番目の数である。

②47は上から　ア　段目で左から　イ　番目の数である。

③上から100段目で左から3番目の数は　ウ　である。

－実力錬成37 右の図のように、∠ＡＣＢ＝90°の直角三角形ＡＢＣの中に

半円がある。この半円の直径ＦＣは辺ＡＣ上にあり、点Ｅは

線分ＦＣの中点である。また、点Ｄにおいて半円と斜辺ＡＢ

が接している。ＡＤ＝3ｃｍ、ＢＣ＝3ｃｍのとき、影をつけ

た部分を合わせた面積を求めたい。

（1）ＢＤの長さを求めよ。

（2）∠ＢＡＣの大きさを求めよ。

（3）影をつけた部分を合わせた面積を求めよ。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｅ

3ｃｍ

3ｃｍ
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